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全大教緊急全国情報交流 Web 集会の報告 

 

全大教のオンライン意見交換会が 5/10（日）に開催されました。その内容を簡単に報告させていただき

ます。今回は，緊急事態宣言下で「今，組合は何をするべきか」について情報交換が行われました。Web

会議システムの一つであるCisco Webex を利用し，参加者は 30人程度でした。 

チャット機能を使った受付に始まり，発言時以外はミュートにすることを確認したり，挙手やチャット

機能の練習をぎこちなく行ったうえで集会が開始されました。まずは鳥畑委員長の挨拶があり，文科省に

コロナ禍における教職員の労働や学生支援に関する要請をしたり，国大協と意見交換したこと等について

報告がなされました。その後，東京都立大学，弘前大学，名古屋大学，京都大学，琉球大学等から，以下の

ような情報提供・意見が出されました。 

・「緊急事態はあくまでも限定的である」ことを大学側に確認しておくべき。そうしないと，今後も簡素な

手続きで決定がなされてしまう。大学の権限で暴走しないよう監視する必要あり。 

・種別ごと（教育，研究活動，事務，会議，学生の入構，課外活動，出張）に自粛レベルの基準と活動内容

を設定している。 

・非常勤講師の待遇保障（15回分の支払い），TA・RAの保障（部署ごとに全額または部分的を判断） 

・在宅での「みなし勤務」であれば，勤務時間の申告は不要であるはず。 

・学内の医療関係者に特別手当を支給（財源は県の基金） 

・有志による学生への食糧支援 

緊急事態宣言下で各大学が手探りで対策を検討している中，いずれも参考になる情報ばかりでした。と

くに「緊急事態の対応を常習化させないよう大学を監視する」意見に賛同が集まったように感じます。手続

きの簡素化を歓迎する一方で，重要な決定において議論がスキップされる危険性について認識しておく必

要がありそうです。いまは，この緊急事態を乗り切る胆力と柔軟性が求められているように思います。 
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新型コロナウィルスの感染拡大と組合  

あらためて申し上げるまでもないですが、昨年度末から「あれよあれよ」という間にコロナ対策を迫

られてまいりました。テレワークや遠隔授業など、不慣れな点や様々な困難はいまだありますが、埼玉

大学の教職員の方々は、何とかその困難を乗り切ろうとしているように見受けられます。人間はすぐに

「順応」してしまう生き物なのです。 

しかし、忘れてはならないことがあります。それは、「国民全体の協力」とか「応分の負担」などとい

う「美辞麗句」に惑わされて、不利益を甘受させられてしまうことです。組合としては、やはり雇用や暮

らしを守ることが第一の責務です。皆様の中に、また皆様の周辺にいわれのない不利益に苦しむような

状況がありましたら、ぜひご一報ください。コロナを退治する『おまじない』や、マスクを作る『秘密工

場』を持ってはいませんが、そんなときこそ組合は皆さんと力を合わせて立ち向かいます。 

 



大久保農場 

西門 

埼玉大学教職員組合 〒338-0825 さいたま市桜区下大久保 255 

組合事務室は第 2生協１F  開室時間：月火水木 12時~17時 

TEL/FAX：048-853-5609  内線：3160 

E-mail：saikyoso@gr.saitama-u.ac.jp  URL：http://kumiai.client.jp 

組合イベント：「かんたん夏野菜づくり」のお知らせ 
 

本年６月に「寄せ植え教室」を予定していましたが，新型コロナウィルス

感染防止のため延期になりました。その代替イベントとして，「かんたん夏野

菜づくり」を企画することになりました。概要は下記のとおりです。 

皆様の参加をお待ちしております。 

 

・場所：教育学部大久保農場（下記の地図参照） 

・時期：入構禁止が解除されてから（7～10 月頃）。平日 9～17 時で参加者の都合のよいとき。 

・夏野菜：トマト，ミニトマト，キュウリ，ナス，ピーマンのいずれか。 

・内容：参加者に苗を割り当て，農場で夏野菜を育てて収穫する。 

・活動形態：集団行動を避け，参加者がそれぞれ農場に来て各自で育てる。技能補佐員の浅子さん 

と教育学部の荒木准教授が個別にサポートする。 

・参加費：無料（学生支援の任意カンパを募り，埼玉大学基金に寄付します） 

・対象・定員数 ： 大学全教職員（非常勤・パート含む）先着 30名（人数が集まり次第締め切ります） 

◎申込み・問合せ：埼玉大学教職員組合<saikyoso@gr.saitama-u.ac.jp＞までメールでご連絡くだ

さい。後日参加希望者に詳しい資料を配布します。 

 

 

【（例）ミニトマトの育て方】 

・「わき芽」をこまめに摘む 

・有機肥料のどんぶり追肥 

・葉のつき方で生育診断 

・水やりを控えると桃くらい甘い実ができる 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

組合 HPで、野菜の様子を動画でご紹介予定ですので

ご覧下さい。http://kumiai.client.jp/ 

 

西門を出て道を渡り、学生駐車

場の奥まで歩き、突き当たりを

右に曲がると、農場があります。

国際交流会館の裏です。車の場

合は事前に正門守衛所で駐車券

を頂いて学生駐車場に入ってく

ださい。 

http://kumiai.client.jp/

